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就任のご挨拶を申し上げます。
～きらめきプロジェクト プログラム責任者園田 康平～

2026年 発行

今年度より、きらめきプロジェクトのプログラム責任者に就任い

たしました園田康平です。本プログラムは、キャリアの継続・発

展を希望する医師・歯科医師が、原則として3年間、非常勤職員

として九州大学病院に勤務できる制度です。

本事業は、2007年9月より文部科学省大学改革推進事業「女性

医療人きらめきプロジェクト」として開始され、2009年度まで

実施されました。その後、2010年度から2019年10月までは、

九州大学病院独自の予算による「九州大学病院きらめきプロジェ

クト」として継続されてきました。さらに2019年11月からは、

医師・歯科医師の初期研修および後期研修を担う九州大学病院臨

床教育研修センターにおいて、「第三のキャリア継続研修」とい

う意味も込めて、本プロジェクトが包括される形となっています。

これまで、水田祥代教授、樗木晶子教授、加藤聖子教授をはじめ

とする関係者の多大なるご尽力により、本プロジェクトは全国的

にも「女性医療人支援の先駆け」として広く知られるようになり

ました。このような歴史と意義のある重要なプログラムを引き継

ぐこととなり、その責任の重さを感じております。

私は、本プログラム開始以来、初めての男性責任者となります。

しかしながら、ジェンダーに限らず、さまざまな事情や環境に

よって、キャリアの継続が困難となる場面は誰にでも起こり得ま

す。本プログラムのスローガンは、「すべての医療人が働きやす

い環境をめざします」です。今後もきらめきプロジェクトは、育

児や休職などを経験した医師・歯科医師の復職やキャリア継続を

支援してまいります。

新体制となりますが、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げま

す。

きらめきプロジェクト

スタッフミーティングを行いました

今年度最初のスタッフミーティングを6月1日（月）のお昼休み

時間に、Zoomで開催しました。

4月からプログラム責任者となられた園田先生をはじめ、多くの

スタッフの先生方にご参加いただきました。

普段はそれぞれの診療科での業務が中心となるため、スタッフ同

士が顔を合わせる機会もほとんどありませんので、短い時間とは

いえ、とても貴重な時間になったことと思います。

きらめきプロジェクト 活動報告



きらめきプロジェクトではこんなことをやっています
～きらめきプロジェクトは、出産・育児・介護・自身の病気など、さまざまな理由により常勤での勤務が困難な医師・歯科医師に
対し、キャリアの継続および復職支援を行っています。また、これらの活動を通じて、すべての医療従事者が性別を問わずその能
力を十分に発揮できる環境を整えるとともに、地域に必要とされる医療を持続的に提供できる社会の実現を目指しています。～

医師・歯科医師が育児・介護・自身の病気などのために常勤勤務が

困難となった場合や医師・歯科医師をいったん離職した後に復帰す

る場合などに、非常勤勤務の医師・歯科医師として、性別を問わず、

九州大学病院で専門性を生かして勤務できます。

キャリア継続・復職支援

教育支援

講演会の開催

学生交流会の開催

講演会は、毎年秋頃に開催。

優れた取り組みを行っている施設

のトップや、様々なジャンルで活

躍されている方をお招きしていま

す。また、学内外で開催されるセ

ミナーなどで講演や活動報告を

行っています。
医学部・歯学部の学生に対して、

性差医学講義・ジェンダー学講義

を行っています。また、スタッフ

の教育学習支援のためのeラーニ

ング教材の配信も行っています。

●きらめきプロジェクトの活動について、定期的な発行物や年間

報告書、年度末のスタッフ発表会などで情報を発信しています。

●きらめきプロジェクトホームページでは、本プロジェクトの概

要や活動紹介をご覧いただけます。

また、ホームページ内ライフサポートのページでは、マタニティ

白衣のレンタルなどをご案内しています。

学生交流会では、学生たちが将来

のロールモデルや生活設計を考え

ることができる講演や、先輩医

師・歯科医師と交流を行っていま

す。学生たちが自ら将来のキャリ

アやライフプランなどを考える良

い機会となっているようです。

情報発信

講義、学生交流会の様子（上 3枚とも）
きらめき発表会の様子

講演会の様子


